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信信越越地地方方退退職職者者のの会会第第２２回回幹幹事事会会がが５５月月２２１１日日、、上上越越市市でで

開開催催さされれままししたた。。

信信越越地地方方退退職職者者のの会会山山田田会会長長挨挨拶拶及及びびＪＪＰＰ労労組組信信越越地地方方

本本部部塚塚野野委委員員長長かかららごご挨挨拶拶ををいいたただだききままししたた。。

そそのの後後、、青青木木事事務務局局長長かからら活活動動報報告告、、中中央央幹幹事事会会報報告告等等

のの後後、、１１））会会員員拡拡大大、、２２））第第１１００回回地地方方総総会会対対応応、、３３））小小沢沢ままささひひ

とと選選挙挙対対策策のの各各議議題題ににつついいてて協協議議ししままししたた。。議議論論がが白白熱熱しし、、

閉閉会会時時刻刻ををオオーー

ババーーししてて終終了了しし

ままししたた。。

〈〈塚塚野野委委員員長長

ああいいささつつ〉〉

ＪＪＰＰ労労組組新新潟潟連連協協退退職職者者のの会会

〒〒 新新潟潟市市中中央央区区東東堀堀通通

七七番番町町 新新潟潟中中郵郵便便局局内内

発発行行責責任任者者 会会長長 山山 田田 太太 郎郎
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【【今今、、夏夏号号よよりり““小小沢沢ままささひひとと”” （（情情報報庭庭園園））をを掲掲載載ししまますす】】

会会場場 退退職職者者のの会会対対象象支支部部 退退職職者者のの会会参参加加数数 参参加加総総数数（（現現退退））

オオーーレレンンププララザザ 上上越越・・魚魚沼沼 １１００００

中中之之島島文文化化セセンンタターー 中中越越・・三三条条 １１００００

産産業業文文化化会会館館 下下越越・・新新津津 ７７２２

ガガレレッッソソホホーールル 新新潟潟・・佐佐渡渡・・西西蒲蒲原原 ４４５５

６６月月１１５５日日にに上上越越市市「「高高田田城城址址公公園園オオーーレレンンププララザザ」」とと長長岡岡市市「「中中

之之島島文文化化セセンンタターー」」、、１１６６日日にに胎胎内内市市「「産産業業文文化化会会館館」」とと新新潟潟市市

「「ガガレレッッソソホホーールル」」のの４４会会場場ににおおいいてて

標標記記集集会会がが開開催催さされれままししたた。。

集集会会はは、、信信越越地地本本塚塚野野委委員員長長のの主主催催者者

ああいいささつつにに続続きき、、ＪＪＰＰ労労組組中中央央本本部部・・

篠篠原原副副委委員員長長かからら郵郵政政事事業業のの抱抱ええるる課課

題題とと将将来来ビビジジョョンンににつついいてて提提案案ががさされれ

ままししたた。。そそのの後後、、組組合合員員かからら職職場場のの課課題題

等等ににつついいてて意意見見・・要要望望がが出出さされれままししたた。。

後半は、小沢参議院議議員員よよりり、、今今国国会会ににおおけけるる最最大大のの論論点点とと

なっている、政治資金金規規正正法法のの改改正正案案ににつついいてて、、抜抜けけ穴穴だだらら

けのザル法であることとやや裏裏金金事事件件のの真真相相がが何何一一つつ解解明明さされれてて

いないこと等、舌鋒鋭鋭くくアアククシショョンンをを交交ええ糾糾弾弾さされれてていいまましし

た。。郵政事業についててはは、、将将来来ビビジジョョンンのの実実現現にによよりり持持続続可可

能能なな事事業業体体質質のの構構築築ををめめざざすす必必要要性性をを訴訴ええ、、大大変変にに盛盛りり上上がが

っったた集集会会ととななりりままししたた。。

““小小沢沢ままささひひとと”

中中【中之島文化センター】

【オーレンプラザ】

上越支部・明地さんより

自家製米の贈呈

～～安安心心ししてて暮ららしし働けけるる未来づづくくりををめめざざすす～～

信信越越ブブロロッックク別別集集会会のの開開催催

後半は、小沢参議院

なっている、政治資

けのザル法であるこ

いないこと等、舌鋒

た 郵政事業に

中中【産業文化会館】中中
【ガレッソホール】
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（3）第 39 号 ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」 2024 年 4 月 1 日
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退退
職職
者者
のの
会会
組組
織織

がが
結結
成成
ささ
れれ
てて
以以
降降
、、
全全
国国
的的
にに
会会
員員

のの
減減
少少
傾傾
向向
がが
続続
いい
てて
おお
りり
、、
新新
潟潟
連連

協協
退退
職職
者者
のの
会会
にに
おお
いい
てて
もも
結結
成成
当当
初初

のの
２２
，，
４４
９９
３３
名名
かか
らら
２２
００
２２
４４
年年
４４
月月
１１

日日
現現
在在
１１
，，
８８
６６
３３
名名
とと
６６
３３
００
名名
減減

（（２２
５５
・・３３
％％
減減
））とと
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

会会
員員
のの
減減
少少
傾傾
向向
のの
歯歯
止止
めめ
とと
拡拡

大大
のの
一一
助助
にに
向向
けけ
、、
２２
００
２２
３３
年年
のの
ＪＪ
ＰＰ

労労
組組
第第
１１６６
回回
定定
期期
全全
国国
大大
会会
にに
おお
いい

ここ
のの
よよ
うう
なな
背背
景景
のの
中中
でで
日日
本本
でで

もも
平平
和和
のの
危危
機機
がが
強強
調調
ささ
れれ
、、
安安
保保

関関
連連
三三
文文
書書
やや
防防
衛衛
費費
のの
倍倍
増増
なな

どど
、、
安安
全全
保保
障障
のの
見見
直直
しし
がが
急急
激激
にに

進進
めめ
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。
昨昨
年年
度度
にに
引引

きき
続続
きき
、、
憲憲
法法
やや
平平
和和
なな
どど
にに
つつ
いい
てて

考考
ええ
てて
いい
くく
学学
習習
会会
のの
開開
催催
をを
検検
討討

しし
まま
すす
。。

ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
第第
１１
６６
回回
定定
期期
全全
国国
大大

会会
でで
はは
２２
００
２２
５５
年年
夏夏
にに
迫迫
っっ
たた
第第
２２

７７
回回
参参
議議
院院
選選
挙挙
にに
組組
織織
内内
候候
補補
とと

しし
てて
、、
２２
期期
目目
にに
挑挑
むむ「「
小小
沢沢
まま
ささ
ひひ

とと
」」
参参
議議
院院
議議
員員
のの
擁擁
立立
をを
決決
定定
しし

まま
しし
たた
。。
既既
にに
諸諸
活活
動動
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
まま
すす
がが
、、
２２
００
２２
４４
年年
度度
はは
会会
員員

一一
人人
ひひ
とと
りり
にに「「
小小
沢沢
まま
ささ
ひひ
とと
」」
のの

名名
前前
やや
政政
策策
をを
伝伝
ええ
、、
１１
票票
１１
票票
をを

固固
めめ
てて
いい
くく
１１
年年
とと
しし
、、
勝勝
利利
にに
向向
けけ

たた
認認
識識
のの
統統
一一
をを
はは
かか
りり
まま
すす
。。

岸岸
田田
内内
閣閣
やや
自自
民民
党党
はは
ここ
のの
間間
のの

「「
裏裏
金金
」」
問問
題題
かか
らら
世世
論論
へへ
のの
感感
性性
のの

無無
ささ
やや
自自
浄浄
作作
用用
がが
無無
いい
ここ
とと
をを
露露

呈呈
すす
るる
とと
とと
もも
にに
、、
生生
活活
必必
需需
品品
のの

物物
価価
高高
騰騰
へへ
のの
有有
効効
なな
対対
策策
はは
打打
てて

ずず
、、
支支
持持
率率
はは
激激
減減
しし
てて
いい
まま
すす
。。

結結
果果
、、
衆衆
議議
院院
解解
散散
・・総総
選選
挙挙
はは

てて「「
満満
６６００
歳歳
をを
超超
ええ
てて
正正
社社
員員
やや
高高

齢齢
再再
雇雇
用用
社社
員員
等等
でで
働働
くく
すす
べべ
てて
のの

組組
合合
員員
をを
協協
力力
会会
員員
とと
すす
るる
。。
」」
旨旨

のの
規規
約約
改改
定定
がが
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた
。。
２２

００
２２
４４
年年
度度
もも
現現
役役
連連
協協
・・
支支
部部
とと

連連
携携
をを
はは
かか
りり
、、
正正
会会
員員
のの
拡拡
大大
をを

はは
じじ
めめ
協協
力力
会会
員員
のの
把把
握握
とと
フフ
ォォ
ロロ

ーー
をを
密密
にに
行行
いい
まま
すす
。。

元元
日日
発発
生生
しし
たた
能能
登登
半半
島島
地地
震震

でで
はは
石石
川川
県県
能能
登登
地地
方方
はは
もも
とと
よよ

りり
、、
新新
潟潟
県県
内内
にに
おお
いい
てて
もも
大大
きき
なな

揺揺
れれ
やや
液液
状状
化化
にに
よよ
るる
家家
屋屋
等等
のの
損損

傷傷
なな
どど
がが
新新
潟潟
連連
協協
退退
職職
者者
のの
会会

会会
員員
にに
３３４４

件件
発発
生生
しし
まま
しし
たた
。。
日日

本本
中中
いい
つつ
どど
ここ
でで
もも
発発
生生
しし
うう
るる
自自

然然
災災
害害
。。
改改
めめ
てて
、、「「
助助
けけ
合合
いい
、、
支支

ええ
合合
いい
」」
運運
動動
のの
原原
点点
でで
ああ
るる
共共
済済

活活
動動
のの
周周
知知
浸浸
透透
をを
はは
かか
るる
とと
とと
もも

にに
、、
適適
宜宜
学学
習習
会会
をを
開開
催催
しし
まま
すす
。。

ささ
てて
、、
ロロ
シシ
アア
にに
よよ
るる
ウウ
クク
ララ
イイ
ナナ

進進
攻攻
かか
らら
２２
年年
４４
ヶヶ
月月
、、
イイ
スス
ララ
エエ
ルル

とと
パパ
レレ
スス
チチ
ナナ
のの
戦戦
闘闘
かか
らら
８８
ヶヶ
月月
がが

経経
過過
しし
、、
憂憂
慮慮
すす
べべ
きき
事事
態態
がが
続続
いい

てて
いい
まま
すす
。。
世世
界界
はは
いい
まま
、、
力力
をを
背背
景景

にに
一一
方方
的的
なな
現現
状状
変変
更更
をを
迫迫
るる
動動

きき
がが
広広
がが
っっ
てて
きき
てて
いい
まま
すす
。。

２０２４年度２０２４年度２０２４年度活動計画 （案案案）））

遠遠
のの
いい
たた
とと
のの
憶憶
測測
がが
ああ
るる
一一
方方
、、

「「
政政
局局
のの
一一
寸寸
先先
はは
闇闇
」」
とと
もも
言言
わわ
れれ

てて
いい
まま
すす
。。
新新
潟潟
県県
内内
小小
選選
挙挙
区区
はは
６６

区区
かか
らら
５５
区区
にに
減減
少少
しし
、、
取取
りり
組組
みみ
のの

難難
しし
ささ
もも
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
新新
潟潟
県県
退退

職職
者者
連連
合合
やや
地地
域域
共共
闘闘
、、
現現
役役
信信
越越

地地
本本
とと
新新
潟潟
連連
協協
とと
のの
意意
思思
疎疎
通通
をを

はは
かか
りり
、、
新新
潟潟
連連
協協
退退
職職
者者
のの
会会
のの

任任
務務
をを
果果
たた
しし
まま
すす
。。

ココ
ロロ
ナナ
禍禍
にに
おお
けけ
るる
政政
府府
のの
行行
動動
規規

制制
がが
緩緩
和和
ささ
れれ
、、
１１
年年
２２
ヶヶ
月月
がが
経経
過過

しし
まま
しし
たた
。。
引引
きき
続続
きき
感感
染染
防防
止止
にに

留留
意意
しし
、、
退退
職職
者者
のの
会会
のの
活活
動動
のの
基基
本本

でで
ああ
るる「「
懇懇
親親
・・
交交
流流
」」
やや「「
社社
会会
参参
加加

のの
機機
会会
」」
がが
広広
がが
るる
ここ
とと
をを
期期
待待
しし
、、

以以
下下
、、
２２
００
２２
４４
年年
度度
のの
活活
動動
にに
つつ
いい
てて

提提
案案
いい
たた
しし
まま
すす
。。

 



（4）第 40 号 ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」 2024 年 7 月 1 日

  

１１

連連
協協
退退
職職
者者
のの
会会
のの
組組
織織
とと
具具
体体

的的
なな
活活
動動

（（
１１
））
連連
協協
役役
員員
のの
任任
期期

第第
９９
回回
連連
協協
定定
期期
総総
会会
でで
選選
出出
ささ

れれ
たた
連連
協協
役役
員員
のの
任任
期期
はは
、、
第第
１１
１１

回回
定定
期期
総総
会会
まま
でで
のの
２２
年年
間間
とと
しし

てて
いい
まま
すす
。。

（（
２２
））
連連
協協
幹幹
事事
会会
のの
構構
成成

連連
協協
三三
役役
４４
名名
（（
会会
長長
・・
副副
会会
長長
２２

名名
・・
事事
務務
局局
長長
））
、、
支支
部部
選選
出出
幹幹
事事

１１
００
名名
、、
会会
計計
監監
査査
２２
名名
、、
連連
協協
議議

長長
のの
計計
１１
７７
名名
のの
構構
成成
とと
しし
まま
すす
。。

（（
３３
））
企企
画画
会会
議議
（（
連連
協協
三三
役役
会会
議議
））

連連
協協
三三
役役
にに
よよ
るる
企企
画画
会会
議議
をを
支支

部部
代代
表表
者者
会会
議議
、、
幹幹
事事
会会
及及
びび
定定

期期
総総
会会
前前
にに
開開
催催
しし
まま
すす
。。

（（
４４
））
連連
協協
幹幹
事事
会会
及及
びび
支支
部部
代代
表表
者者
会会

議議規規
約約
上上
、、
連連
協協
幹幹
事事
会会
はは
年年
４４
回回

のの
開開
催催
とと
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
がが
、、
必必
要要

にに
応応
じじ
臨臨
時時
幹幹
事事
会会
をを
開開
催催
しし
まま

すす
。。
まま
たた
、、
連連
協協
全全
体体
のの
意意
思思
統統
一一

をを
はは
かか
るる
たた
めめ
、、
連連
協協
幹幹
事事
会会
とと

合合
同同
のの
支支
部部
代代
者者
会会
議議
をを
行行
いい
まま

すす
。。

（
５５
））
会会
費費
徴徴
収収
のの
取取
りり
組組
みみ

今今
年年
度度
もも
自自
払払
いい
にに
よよ
るる
会会
費費
徴徴

収収
をを
連連
協協
でで
行行
いい
まま
すす
。。
名名
簿簿
のの
現現

行行
化化
、、
会会
費費
納納
入入
会会
員員
のの
管管
理理
等等
、、

各各
支支
部部
のの
協協
力力
をを
得得
てて
進進
めめ
まま
すす
。。

（（
６６
））
ササ
ーー
クク
ルル
活活
動動
（（
ゴゴ
ルル
フフ
大大
会会
））

第第
９９
回回
「「
悠悠
友友
会会
」」
主主
催催
のの
ゴゴ
ルル
フフ

大大
会会
をを
、、
２２
００
２２
４４
年年

１１００

月月
４４
日日

（（
金金
））
長長
岡岡
市市
のの「「
出出
雲雲
崎崎
ゴゴ
ルル
フフ
クク

ララ
ブブ
」」
でで
開開
催催
しし
まま
すす
。。
よよ
りり
多多
くく
のの

会会
員員
かか
らら
参参
加加
しし
てて
いい
たた
だだ
けけ
るる
よよ

うう
連連
協協
退退
職職
者者
のの
会会
とと
しし
てて
大大
会会

をを
ササ
ポポ
ーー
トト
しし
まま
すす
。。

（（
７７
））
機機
関関
紙紙
のの
発発
行行

機機
関関
紙紙
「「
春春
夏夏
秋秋
冬冬
」」
のの
年年
４４
回回
発発

行行
とと
必必
要要
にに
応応
じじ
特特
集集
号号
をを
発発
行行

しし
まま
すす
。。
引引
きき
続続
きき
「「
元元
気気
でで
生生
きき

生生
きき
ココ
ーー
ナナ
ーー
」」
やや
「「
作作
品品
投投
稿稿
ココ
ーー

ナナ
ーー
」」
へへ
のの
寄寄
稿稿
にに
ごご
協協
力力
をを
おお
願願
いい

しし
まま
すす
。。

２２

会会
員員
拡拡
大大
のの
取取
りり
組組
みみ

（（
１１
））
３３
月月
末末
退退
職職
時時
のの
取取
りり
組組
みみ

３３
月月
末末
のの
退退
職職
時時
にに
合合
わわ
せせ
てて

正正
会会
員員
のの
拡拡
大大
行行
動動
をを
展展
開開
しし

まま
すす
。。
具具
体体
的的
にに
はは
、、
連連
協協
幹幹
事事

会会
・・
支支
部部
事事
務務
局局
長長
会会
議議
（（

年年
３３
月月
））
及及
びび
現現
役役
とと
のの
合合
同同
会会

議議
をを
開開
催催
しし
、、
退退
職職
情情
報報
やや
具具
体体

的的
なな
進進
めめ
方方
にに
つつ
いい
てて
意意
思思
疎疎
通通

をを
はは
かか
りり
、、
３３
月月
～～
５５
月月
期期
をを
拡拡

大大
集集
中中
期期
間間
とと
しし
てて
取取
りり
組組
みみ
まま

すす
。。

（（
２２
））
具具
体体
的的
なな
活活
動動

具具
体体
的的
なな
取取
りり
組組
みみ
等等
にに
つつ
いい

てて
はは
、、
第第
１１
回回
連連
協協
幹幹
事事
会会
のの
年年

間間
執執
行行
方方
針針
でで
提提
案案
しし
まま
すす
。。

３３

ＪＪ
ＰＰ
共共
済済
生生
協協
及及
びび
福福
祉祉
活活
動動

へへ
のの
参参
加加

老老
後後
がが
豊豊
かか
にに
暮暮
らら
せせ
るる
福福
祉祉

政政
策策
のの
充充
実実
をを
目目
指指
すす
ここ
とと
はは
もも
ちち

ろろ
んん
でで
すす
がが
、、
新新
潟潟
県県
労労
働働
金金
庫庫
、、

ここ
くく
みみ
んん
共共
済済

新新
潟潟
推推
進進
本本

部部
、、
ココ
ーー
ププ
デデ
リリ
にに
いい
がが
たた
、、
新新
潟潟
県県

 

 

労労
福福
協協
のの
活活
動動
はは
、、
地地
域域
のの
助助
けけ
合合

いい
運運
動動
のの
基基
本本
とと
なな
るる
もも
のの
でで
すす
。。

地地
域域
退退
職職
者者
連連
合合
とと
連連
携携
しし
、、
安安

心心
・・
安安
全全
なな
生生
活活
をを
めめ
ざざ
すす
活活
動動
にに

協協
力力
しし
まま
すす
。。

（（
１１
））
ＪＪ
ＰＰ
共共
済済
生生
協協
のの
取取
りり
組組
みみ

①①

会会
員員
相相
互互
のの
扶扶
助助
活活
動動
とと
しし

てて
、、
ＪＪ
ＰＰ
共共
済済
生生
協協
とと
協協
力力
しし
会会

員員
福福
祉祉
のの
充充
実実
にに
努努
めめ
まま
すす
。。
具具

体体
的的
にに
はは
、、
支支
部部
代代
表表
者者
会会
議議
等等

でで
のの
学学
習習
会会
をを
企企
画画
しし
まま
すす
。。

②②

ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
信信
越越
地地
本本
主主
催催
のの

支支
部部
共共
済済
担担
当当
者者
会会
議議
（（
前前
期期
・・

後後
期期
））
にに
参参
加加
しし
まま
すす
。。

（（
２２
））
ろろ
うう
きき
んん
シシ
ニニ
アア
倶倶
楽楽
部部
とと
のの
連連

携携ろろ
うう
きき
んん
シシ
ニニ
アア
倶倶
楽楽
部部
へへ
のの
加加
入入

呼呼
びび
かか
けけ
とと
併併
せせ
、、
高高
齢齢
者者
をを
対対

象象
とと
しし
たた
シシ
ニニ
アア
倶倶
楽楽
部部
主主
催催
のの

セセ
ミミ
ナナ
ーー
・・
研研
修修
会会
等等
へへ
参参
加加
しし

まま
すす
。。

（
３３
））
ココ
ーー
ププ
デデ
リリ
にに
いい
がが
たた
とと
のの
連連
携携

会会
員員
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
向向
上上
をを
目目
的的



（5）第 39 号 ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」 2024 年 4 月 1 日

          

とと
しし
てて「「
ココ
ーー
ププ
クク
ルル
ココ
」」
とと
「「
ココ
ーー

ププ
にに
いい
がが
たた
」」
がが
事事
業業
統統
合合
しし
、、

「「
ココ
ーー
ププ
デデ
リリ
にに
いい
がが
たた
」」
がが
誕誕
生生

しし
てて
２２
年年
がが
経経
過過
しし
まま
しし
たた
。。
夕夕

食食
宅宅
配配
をを
はは
じじ
めめ
宅宅
配配
事事
業業
のの

周周
知知
等等
をを
行行
いい
まま
すす
。。

（（
４４
））
地地
区区
労労
福福
協協
運運
動動
へへ
のの
参参
加加

県県
内内
１１００

ヵヵ
所所
ああ
るる
地地
区区
労労
福福

協協
でで
はは
、、
高高
齢齢
者者
やや
一一
人人
暮暮
らら
しし

のの
方方
のの
生生
活活
全全
般般
にに
わわ
たた
るる
相相
談談

事事
業業
やや
生生
活活
支支
援援
等等
をを
行行
っっ
てて
いい

まま
すす
。。
ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
やや
行行
政政
とと
のの
連連
携携

及及
びび
対対
応応
なな
どど
、、
地地
域域
退退
職職
者者
連連

合合
のの
仲仲
間間
とと
連連
携携
しし
活活
動動
にに
参参

加加
しし
まま
すす
。。

（（
５５
））
健健
康康
年年
齢齢
をを
延延
ばば
すす
活活
動動

健健
康康
寿寿
命命
はは
、、
過過
去去
１１００
年年
間間

でで
男男
女女
とと
もも
２２
歳歳
前前
後後
（（
現現
在在
・・

男男
性性

歳歳
／／
女女
性性

歳歳
））
延延
びび
てて
いい
まま
すす
。。「「
体体
をを
動動
かか

すす
」」
、、「「
頭頭
をを
使使
うう
」」
、、「「
会会
話話
をを
すす

るる
」」
ここ
とと
はは
、、
高高
齢齢
者者
がが
健健
康康
をを

保保
つつ
たた
めめ
のの
秘秘
訣訣
でで
すす
。。
退退
職職
者者

のの
会会
のの
活活
動動
やや
地地
域域
のの
活活
動動
にに
積積

極極
的的
にに
参参
加加
しし
まま
すす
。。

４４

政政
治治
課課
題題
のの
取取
りり
組組
みみ

（
１１
））
政政
治治
へへ
のの
関関
心心
をを
高高
めめ
るる
取取
りり
組組

みみ
私私
たた
ちち
のの
暮暮
らら
しし
・・
生生
活活
はは
、、

政政
治治
とと
密密
接接
にに
つつ
なな
がが
っっ
てて
おお
りり
、、

政政
治治
にに
無無
関関
心心
でで
もも
無無
関関
係係
でで
もも

いい
らら
れれ
まま
せせ
んん
。。
様様
々々
なな
機機
会会
をを

通通
じじ
政政
治治
意意
識識
のの
高高
揚揚
にに
努努
めめ
まま

すす
。。

（（
２２
））
国国
政政
選選
挙挙
のの
取取
りり
組組
みみ

解解
散散
・・
総総
選選
挙挙
のの
想想
定定
はは
でで
きき

まま
せせ
んん
がが
、、
新新
たた
なな
選選
挙挙
区区
のの
中中

でで
連連
合合
地地
協協
やや
地地
域域
退退
職職
者者
連連

合合
等等
、、
各各
地地
域域
のの
要要
請請
にに
基基
づづ
きき

対対
応応
しし
まま
すす
。。
まま
たた
、、
２２
００
２２
４４
年年

度度
内内
はは
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
組組
織織
内内
「「
小小
沢沢

まま
ささ
ひひ
とと
」」
参参
議議
院院
議議
員員
、、
及及
びび

新新
潟潟
選選
挙挙
区区
「「
打打
越越
ささ
くく
良良
」」
参参

議議
院院
議議
員員
のの
再再
選選
にに
向向
けけ
たた
取取
りり

組組
みみ
がが
佳佳
境境
にに
入入
るる
ここ
とと
かか
らら
、、

連連
協協
・・
支支
部部
間間
でで
はは
往往
復復
運運
動動
をを

更更
にに
緊緊
密密
にに
しし
選選
挙挙
戦戦
をを
進進
めめ
まま

すす
。。

（（
３３
））
郵郵
政政
未未
来来
研研
究究
会会
（（
みみ
らら
いい
研研
））

取取
りり
組組
みみ

郵郵
政政
未未
来来
研研
究究
会会
はは
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組

のの
政政
治治
団団
体体
でで
すす
。。
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
のの

政政
策策
実実
現現
にに
向向
けけ
たた
対対
応応
やや
、、

組組
合合
員員
及及
びび
退退
職職
者者
のの
政政
治治
意意

識識
のの
高高
揚揚
をを
はは
かか
るる
べべ
くく
政政
治治
学学

習習
会会
等等
のの
活活
動動
をを
展展
開開
しし
てて
いい
まま

すす
。。
連連
協協
全全
体体
のの
加加
入入
率率
２２５５
％％

達達
成成
をを
めめ
ざざ
しし
まま
すす
。。

（（
４４
））
みみ
らら
いい
研研
「「
政政
治治
学学
習習
会会
」」

現現
退退
合合
同同
にに
よよ
るる
政政
治治
学学
習習

会会
のの
開開
催催
をを
検検
討討
しし
まま
すす
。。

５５

退退
職職
者者
連連
合合
とと
のの
連連
携携
強強
化化

（（
１１
））
新新
潟潟
県県
退退
職職
者者
連連
合合
とと
のの
連連
携携

新新
潟潟
県県
退退
職職
者者
連連
合合
のの
主主
催催

すす
るる
学学
習習
会会
、、
各各
種種
署署
名名
・・
カカ
ンン
パパ

なな
どど
、、
平平
和和
とと
民民
主主
主主
義義
、、
年年
金金

・・
医医
療療
・・
介介
護護
なな
どど
、、
社社
会会
保保
障障

制制
度度
のの
充充
実実
をを
めめ
ざざ
しし
たた
活活
動動

にに
つつ
いい
てて
積積
極極
的的
にに
参参
加加
しし
まま

すす
。。

（（
２２
））
地地
域域
退退
職職
者者
連連
合合
へへ
のの
活活
動動
参参

加加
県県
内内
１１１１
ヵヵ
所所
のの
地地
域域
退退
職職
者者

連連
合合
へへ
２２３３

名名
のの
役役
員員
をを
派派
遣遣
しし

地地
域域
活活
動動
をを
担担
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

地地
域域
にに
よよ
っっ
てて
活活
動動
内内
容容
はは

ささ
まま
ざざ
まま
でで
すす
がが
、、
連連
合合
新新
潟潟
のの

県県
内内
各各
地地
域域
協協
議議
会会
やや
地地
区区
労労

福福
協協
とと
のの
連連
携携
をを
深深
めめ
、、
安安
心心

しし
てて
暮暮
らら
せせ
るる
豊豊
かか
なな
地地
域域
づづ

くく
りり
にに
協協
力力
しし
まま
すす
。。

新潟連協退職者の会

第１０回定期総会 次第

・日時 ２０２４年７月３０日（火）

１０時３０分開会

・会場 新潟市「新潟東映ホテル」

・議事 １）２０２３年度活動報告

２）２０２３年度会計報告

３）会計監査報告

４）第１号議案

２０２４年度活動計画（案）

５）第２号議案

２０２４年度予算案（案）

６）その他

※ 総会終了後、１０周年記念レセプション

を開催
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（（収収入入のの部部）） 　＜＜一一般般会会計計＞＞

（（支支出出のの部部））

（（収収入入のの部部）） 　＜＜組組織織慶慶弔弔会会計計＞＞

（（支支出出のの部部））

　　　　　　　　

繰越額　　600,000

（（収収入入のの部部）） ＜＜共共済済交交付付金金特特別別会会計計＞＞

（（支支出出のの部部））

２２００２２４４年年度度予予算算（（案案））

組織慶弔制度安定基金 　2024年度積立額150,000円

インセンティブ 支部交付

支部代表者会議、振込手数料等

項　　　　　目 予 　算 　額

[[22002244年年度度信信越越地地方方組組織織慶慶弔弔制制度度安安定定会会計計（（新新潟潟連連協協分分））]]

繰越金 収　入 支　出

摘　　　　　要

116名（該当者）×5,000円

100名×5,000円

216件×600円、振込手数料

次年度繰越

連 協 支 出 金

合　　　　　計

予 　算 　額

ＪＰ共済生協本部

項　　　　　目

支 部 交 付 金

摘　　　　　要

会員数1,863名×250円

共 済 交 付 金

合　　　　　計

※　連協総会費及び連協幹事会費（年４回）はＪＰ労組一般会計より措置されます。

会　　　　　費

雑　　収　　入

予 　算 　額

ＪＰ労組一般会計以外の経費

予 　算 　額

合　　　　　計

JP共済信越地方部(新規加入）

合　　　　　計

摘　　　　　要

（寄付金　2,871,344円）

1,628名（1,558名+70名）×500円

利子

項　　　　　目

喜寿祝い給付金

香 典 給 付 金

事　務　経　費

繰　　越　　金

項　　　　　目

繰　　越　　金

インセンティブ

摘　　　　　要

情 報 関 係 費

教 育 文 化 費

事 務 費

自 払 手 数 料

予 備 費

合 計

機関紙４回(印刷費及び送料等)

会　　  　　費

雑　  収  　入

合　　 　 　計

予 　算 　額

1,558名×2,500円＋70名×1,500円

総 会 費

支 部 費

慶 弔 費

1,558名×1,000円

1,628名（1,558名+70名）×500円

支部総会、打合せ会、会計監査等

ゆうちょ自払手数料（1,558名×55円）+BIZ料金（毎月1,100円×12ケ月）

地域退職者連合等地域活動経費

摘　　  　　　要予 　算 　額

連協サークル活動補助等

消耗品費、通信費、事務費、振込手数料等

項 目

幹 事 会 費

（（22002244年年44月月11日日～～22002255年年33月月3311日日））

利子

会 議 費

地 域 活 動 費

項　　  　　目

繰　  越　  金

摘　  　　　　要

三役会議、幹事会補助等

支部代表者会議等

組 織 関 係 費

第２号議案
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【【写写真真左左：：古古川さん、右：野上さん】

私私
はは
昨昨
年年
のの
１１１１
月月
でで
８８００
歳歳
にに
なな

りり
まま
しし
たた
。。
職職
場場
をを
６６４４
～～
６６５５
歳歳
でで
辞辞

めめ
たた
とと
きき
にに
はは
８８００
歳歳
まま
でで
ここ
のの
世世

にに
居居
らら
れれ
るる
のの
かか
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
しし

たた
。。
職職
場場
をを
離離
れれ
孫孫
のの
世世
話話
をを
しし
なな

がが
らら
もも
、、
健健
康康
をを
考考
ええ
身身
体体
にに
良良
いい

ここ
とと
をを
やや
りり
たた
いい
とと
思思
うう
よよ
うう
にに
なな

りり
まま
しし
たた
。。

そそ
んん
なな
頃頃
、、
新新
潟潟
市市
のの
おお
知知
らら
せせ

情情
報報
でで
年年
齢齢
、、
性性
別別
にに
関関
係係
なな
くく
合

気気
道道
をを
習習
うう
人人
のの
募募
集集
がが
ああ
っっ
たた
のの

でで
、、
合合
気気
道道
のの
なな
にに
かか
もも
知知
らら
ずず
にに

不不
安安
をを
持持
ちち
なな
がが
らら
道道
場場
にに
行行
きき
ま

しし
たた
。。
ここ
れれ
まま
でで
色色
々々
なな
ここ
とと
にに
興

味味
をを
もも
っっ
てて
やや
るる
のの
でで
すす
がが
意意
志志
薄

弱弱
でで
どど
れれ
もも
長長
続続
きき
しし
まま
せせ
んん
でで
しし

た
。。

初初
段段
にに
なな
っっ
てて
かか
らら
はは
自自
らら

のの
考考
ええ
でで
上上
のの
段段
をを
目目
指指
ささ
ずず

にに
健健
康康
第第
一一
にに
考考
ええ
怪怪
我我
をを
ささ

せせ
なな
いい
、、
怪怪
我我
をを
しし
なな
いい
ここ
とと

をを
大大
切切
にに
しし
てて
老老
体体
にに
なな
りり
まま

しし
たた
がが
合合
気気
道道
のの
稽稽
古古
をを
続続
けけ

てて
いい
まま
すす
。。

＊＊
写写
真真
はは
同同
じじ
道道
場場
でで
共共
にに

鍛鍛
錬錬
にに
励励
むむ
野野
上上
政政
孝孝
ささ
んん
とと

撮撮
りり
まま
しし
たた
。。
野野
上上
ささ
んん
はは
新新

潟潟
支支
部部
退退
職職
者者
のの
会会
のの
会会
員員
でで

すす
。。
４４
年年
前前
にに
熱熱
心心
なな
稽稽
古古
でで

今今
年年
１１
級級
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

 
 

ここ
んん
なな
性性
格格
のの
自自
分分
でで
しし
たた
がが
合合

気気
道道
のの
理理
念念
、、
特特
徴徴
がが
自自
分分
にに
合合
っっ

たた
のの
とと
、、
館館
長長
でで
ああ
るる
師師
範範
のの
暖暖
かか

いい
指指
導導
とと
仲仲
間間
とと
のの
稽稽
古古
がが
楽楽
しし
かか

っっ
たた
のの
でで
続続
けけ
るる
ここ
とと
がが
出出
来来
まま
しし

たた
。。
途途
中中
でで
膝膝
等等
をを
痛痛
めめ
てて
休休
むむ
ここ

とと
もも
ああ
りり
まま
しし
たた
がが
、、
４４
年年
ほほ
どど
でで

初初
段段
にに
なな
りり
袴袴
をを
履履
くく
ここ
とと
もも
出出
来来

まま
しし
たた
。。

武武
道道
にに
はは
柔柔
道道
、、
剣剣

道
、、
空空
手手
等等
がが
ああ
りり
試試

合
もも
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
合合

気
道道
にに
はは
試試
合合
がが
なな
いい

の
でで
勝勝
ちち
負負
けけ
がが
ああ
りり

ま
せせ
んん
。。
そそ
のの
たた
めめ
他他

人
とと
のの
強強
弱弱
やや
優優
劣劣
をを

争
うう
必必
要要
がが
なな
くく
、、
攻攻

撃
しし
てて
きき
たた
相相
手手
にに
対対

し
てて
技技
をを
返返
すす
「「
受受
けけ
」」

の
武武
道道
でで
すす
。。
おお
互互
いい

に
稽稽
古古
をを
積積
みみ
重重
ねね
自自

ら
のの
心心
身身
鍛鍛
錬錬
をを
図図
るる

武
道道
でで
すす
。。

合合
気気
道道
をを
続続
けけ
てて
きき

た
ここ
とと
でで
、、
稽稽
古古
にに
よよ

り
全全
体体
的的
にに
身身
体体
をを
動動

か
すす
のの
でで
心心
肺肺
機機
能能
のの

向向
上上
やや
脂脂
肪肪
のの
燃燃
焼焼
、、
呼呼
吸吸
法法
等等
でで

心心
地地
よよ
いい
汗汗
をを
かか
きき
、、
スス
トト
レレ
スス
解解

消消
にに
もも
つつ
なな
がが
っっ
てて
いい
るる
よよ
うう
でで

すす
。。
現現
在在
、、
ここ
れれ
とと
いい
っっ
たた
病病
気気
もも
せせ

ずず
にに
８８００
歳歳
のの
今今
をを
生生
きき
てて
いい
るる
ここ

とと
にに
感感
謝謝
しし
てて
いい
まま
すす
。。

長寿で健康生き生きコーナー

川さん、右：野上さん】
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朱朱
鷺鷺
」」
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せせ
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佐佐
渡渡
ゆゆ
かか
りり
のの
俳俳
句句
愛愛
好好
者者
でで
つつ
くく
るる
季季
刊刊
誌誌
「「
朱朱
鷺鷺
」」
のの
第第
６６００
号号
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刊刊
行行
ささ
れれ
、、
創創
刊刊
１１５５
周周
年年
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記記
念念
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たた
俳俳
句句
大大
会会
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３３
月月
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佐佐
渡渡
市市
でで
開開
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れれ
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新新
潟潟
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報報
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月月
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日日
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記記
事事
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のの
度度
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でで
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当当
機機
関関
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誌誌
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差差
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げげ
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とと
のの
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とと
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すす
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朱朱
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発発
行行
所所 

  

 

      



慶事 月 お名前 支部 月 お名前 支部 ご逝去日

更 科 好 彦 下越 藤 岡 晃 太 上越 1日

阿 部 修 三 下越 藤 田 正 敏 中越 ５日

渡 辺 イ ツ 子 西蒲原 小 林 俊 夫 新津 ７日

田 辺 春 男 三条 渡 辺 健 一 新津 ７日

霜 田 一 二 中越 滝 井 保 魚沼 １１日

村 田 豊 中越 村 越 清 喜 中越 １４日

渡 辺 静 一 郎 中越 上 野 徳 治 上越 ２０日

田 所 良 三 中越 森 田 昭 治 上越 ２２日

武 内 智 上越 田 中 優 中越 ２３日

白 川 義 和 上越 杉 本 チ イ 新潟 ２７日

高 橋 巳 子 上越 梶 原 明 子 新潟 ２９日

吹 山 清 上越 丸 山 和 子 中越 ６日

海 老 名 康 男 佐渡 矢 澤 邦 行 上越 ８日

上 野 弘 三条 宮 田 正 雄 上越 １１日

山 崎 益 雄 中越 高 橋 武 夫 中越 １２日

浅 井 計 一 魚沼 青 木 宣 雄 下越 １３日

村 山 松 男 上越 降 旗 テ ル 新津 １６日

浅 野 潔 上越 北 村 淳 一 魚沼 ２４日

五 十 嵐 隆 下越 南 波 與 一 郎 上越 ２６日

土 田 正 義 下越 竹 内 靖 男 上越 ２８日

田 中 誠 新津 木 村 征 二 新潟 ３日

松 本 憲 作 新津 上 木 政 尚 三条 ８日

山 崎 誠 中越 小 林 文 夫 西蒲原 ２０日

中 俣 作 朗 魚沼 堀 和 子 新津 ２２日

寸 山 正 夫 上越 佐 藤 芳 男 下越 ３１日

大 竹 覚 上越 2023年 横 野 不 二 夫 新潟 10月23日

３
月

月

５
月

喜喜
　
　
　
寿寿

※※ 紙紙面面のの都都合合上上「「新新規規加加入入会会員員」」ののおお名名前前・・支支部部はは「「秋秋」」号号でで掲掲載載ししまますす！！

３
月

４
月

５
月

おお悔悔ややみみ申申しし上上げげまますす

おおお 知知知 ららら せせせ コココ ーー ナナナ ーー

＜佐渡市議会議員選挙・組織内議員結果＞
４月１４日、佐渡市議会議員選挙が施行され、４月１４日、佐渡市議会議員選挙が施行され、

ＪＰ労組組織内““中川健健二二””氏氏がが２２期期目目のの当当選選ＪＰ労組組織内 中川

をを果果たたさされれままししたた。。

当当選選御御礼礼とと二二期期目目のの決決意意

ここれれかかららもも佐佐渡渡のの素素晴晴ららししささををアアピピーールルしし

続続けけまますす。。そそししてて、、農農業業・・林林業業・・水水産産業業・・観観

光光・・環環境境・・介介護護・・育育児児・・子子育育てて支支援援・・教教育育のの

様様々々なな分分野野のの皆皆ささままかかららのの声声をを聴聴きき、、佐佐渡渡のの

発発展展にに向向けけ精精一一杯杯努努めめまますす。。

温温かかいいごご支支援援あありりががととううごござざいいままししたた。。

佐佐渡渡市市議議会会議議員員 中中川川 健健二二

◆◆ ＪＰ労組退職者の会が結成されてＪＰ労組退職者の会が結成されてＪＰ労組退職者の会が結成されて

１０年。この間、新潟連協退職者の１０年。この間、新潟連協退職者の

会は連協・支部役員の献身的な取り会は連協・支部役員の献身的な取り

組みと活動に対する会員の皆さまの

ご理解・ご協力、

組みと活動に対する会員の皆さまの組みと活動に対する会員の皆さまの

そして現役地本・連協・支部と綿ご理解・ご協力、 そして現役地本・連協・支部と綿そして現役地本・連協・支部と綿

密に連携を深めてきた。結果、全国に誇れる組織と運密に連携を深めてきた。結果、全国に誇れる組織と運

動を構築できていると確信している。改めて、先輩方動を構築できていると確信している。改めて、先輩方

に感謝申し上げる。に感謝申し上げる。

◆

に感謝申し上げる。に感謝申し上げる。

◆◆ しかし、組織は常に鍛錬し、緊張感を持たなけれ◆◆ しかし、組織は常に鍛錬し、緊張感を持たなけれ

ば、生物と同じで

しかし、組織は常に鍛錬し、緊張感を持たなけれしかし、組織は常に鍛錬し、緊張感を持たなけれ

ば、生物と同じでば、生物と同じで 衰退していくと言われている。日ば、生物と同じでば、生物と同じで 衰退していくと言われている。日衰退していくと言われている。日

本有数の企業や行政機関、某政党などがその病魔に侵本有数の企業や行政機関、某政党などがその病魔に侵

され、戦々恐々としている姿を見るにつけ、「親睦とされ、戦々恐々としている姿を見るにつけ、「親睦と

交流」を第一義とする私ども退職者組織であっても、

雑雑 感感

（8）第 40 号 ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」 2024 年 7 月 1 日


